
今回は岐阜にて、二部構成でセミナーを開催いたします。 
第１部では、富士通からの情報提供として「ICTを活用した働き方改革」について 
デモを交えてご紹介します。 
また第２部では、地元岐阜に在住の 元新橋No.1 芸者 千代里様をお招きし、 
「人生に福を呼び込み、世の中に潤いをもたらす人生の歩み方」についてお話しいた
だきます。皆様の多数のご参加をお待ちしております。 

開催日時 ２０１７年１１月７日（火）１４：３０ ～ １６：３５ （受付開始 14：00） 

会   場 じゅうろくプラザ  ５Ｆ 中会議室 ２   （会場案内図は裏面） 
岐阜市橋本町1-10-11 TEL：058-262-0150   

内   容 １４：３０～１４：３５  ご挨拶 

１４：３５～１５：１５  第１部  

 「富士通が取り組むICTを活用した働き方改革」 
     富士通株式会社 パートナービジネス＆ＳＳＢ推進本部 
      西日本サービス＆システムビジネス統括部  中部ビジネス部  石川 智子 

働き方変革には、「時間や場所を選ばない情報活用」や「事業継続性の確保」、 
「育児や介護などの支援」など、生産性を向上させる様々な取り組みが必要です。 
本講演では、富士通が取り組んでいる働き方改革の具体的な実践内容や多様な 
働き方改革を支えるICTをデモを交えてご紹介いたします。 

１５：２５～１６：３５  第２部      

 「花柳界で学んだ 『福をもたらす人生の歩み方』」 
  

  元新橋NO.1芸者 ／ エッセイスト 
   千代里（ちより）氏 
夢をあきらめきれず、大学卒業後に飛び込んだ日本一の社交場、 
新橋の花柳界。 そこは「成功者」と呼ばれる人々の集まり。 
しかし、成功者と呼ばれる人々の中には、「不幸せな成功者」も。 
人が幸せに生きるために大切な「自尊心」や「周りとのコミュニケー 
ション」についてのエピソード、花柳界のイロハ、NO.1に成った秘訣、 
そうじ、男女のコミュニケーションなど、幅広い内容を含んだ一番人気のテーマです。 
普段、人に弱みを見せられない経営者、一族で仕事をしている方々の心に染み込 
む、余韻の続く講演内容です。                (講師プロフィールは裏面をご覧ください。） 

受講票 開催３日前に、参加される方に「受講票」をメールでご送付します。 
お手数ですが、印刷し当日受付にお持ち願います。 

申込方法 以下のいずれかの方法にてお申込み願います 
 (1)ホームページ ： http://jp.fujitsu.com/family/sibu/toukai/ 
 (2)メール ： contact-family-toukai@cs.jp.fujitsu.com   

お問い合せ先 FUJITSUファミリ会東海支部事務局(富士通株式会社 東海支社エリア戦略推進部 内) 
 〒450-6631 名古屋市中村区名駅一丁目1番3号 JRゲートタワー 
  TEL. 052-756-3674 （5月8日より事務所を移転いたしました。） 

東海支部 東海支部活動スローガン 
  「共に創る 豊かな人材、豊かな未来」  

岐 阜 地 区 セ ミ ナ ー 



じゅうろくプラザ 
岐阜県岐阜市橋本町1-10-11 
TEL. 058-262-0150  
ＪＲ岐阜駅隣接 徒歩約2分   
名鉄岐阜駅より  徒歩約7分 

会場案内図 

個人情報について  
ご提供いただきましたお客様の個人情報は、以下の目的で利用させていただきます。 
  ・本イベントに関する連絡および開催当日の受付での使用 
  ・本イベント運営のための関係者（参加者／富士通関係会社）への提供 
  ・参加者名簿として、会員制ホームページ（FAMILY ROOM）への掲載 
本イベントにおいてお客様よりご提供いただきましたご意見等につきましては、複製・改変し、運営関係者およびファミリ会会員へ
会場写真と併せて公表（匿名）させていただくことがあります。 
記入された内容についての開示・訂正・追加・削除を希望されるお客様は、上記お問い合わせ先までご連絡ください。 
  ・ファミリ会の個人情報保護ポリシー http://jp.fujitsu.com/family/privacy/ 

 
  
元新橋NO.1芸者 ／ エッセイスト   千代里（ちより）氏 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講師略歴 

和裁が得意で日本の伝統文化を愛する祖母の影響を受けて育つ。 
同志社女子大学卒業後、周囲の反対を押し切り、幼い頃より憧れていた花柳界
入りを叶える。新橋芸者として、お披露目後一年でお花代の売り上げNo.1になり、
一躍うれっ妓芸者に。ご贔屓のお客様は、日本のみならず世界のVIPに及び、多
忙な日々を過ごす中で体調を崩す。 
病気を克服する中で、自然に寄り添う日本の伝統の素晴らしさに改めて気づき、生活全般を見直し健康を
回復、その後芸者を引退する。 
初めてのエッセイ『捨てれば入る福ふくそうじ』が人気を博し、本格的に執筆活動を開始。執筆がきっかけで、
講演も依頼されるようになる。目の前のお客様が喜んでくださることはもとより、その向こうにおられるご家族や
職場の方にも届く講演を目指している。講演内容と独特の語り口、雰囲気が口コミで話題を呼び、現在は
講演で全国各地をまわる日々。一児の母。 
 

【書籍】 
『福ふく恋の兵法』 （SDP） 
『みるみる美しさが回復するマクロビオテックできれいになるレシピ』 （扶桑社） 
『捨てれば入る福ふくそうじ』 （SDP） 
『親子で楽しむ季節のことば』 （長崎出版） 
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